
中間とりまとめ 

○中部横断自動車道（長坂～八千穂）については、平成22年12月より、計画段階評 
 価の試行に着手し、自治体や関係団体を含む地域の方々の意見を伺いながら、対 
 策案の検討を進めてきたところ。 
 
○今般、各対策案の特徴を比較及びそれに対する自治体や関係団体を含む地域の方 
 々の意見を受けた結果、以下の通りとりまとめる。 
 
・対策案としては高速道路の整備（【案①】全区間で新たに道路を整備する案、又 
 は、【案②】旧清里有料道路を一部区間で有効利用する案）が有効であると考え 
 られる。 
 
・一方で、一部地域において「環境・景観の保全」に対する根強い意見が依然とし 
 て見受けられること等から、今後、高速道路の整備を基本的な方向性としつつ、 
 追加的なコミュニケーション活動を実施したうえで、当委員会の最終的な評価を 
 とりまとめる。 



＜参考資料＞ 中部横断自動車道（長坂～八千穂）第２回 アンケートより  

各対策案の特徴 



＜参考資料＞ 

質問１【課題を解決するための目標】 
 ・地元住民、地元９市町村、経済界等に共通する意見として、各地域ともに「災 
  害時の代替路確保」を重要としている。 
 

 ・その他、各地域の実情に応じて、「生産品の輸送時間の短縮」、「救急医療施 
  設への移動時間短縮」、「現道の走行性・安全性の向上」、「環境・景観の保 
  全」を重要とする意見があった。 
 

 ・また、一部地域の地元住民等からの回答では、「環境・景観の保全」が特に重 
  要とする意見があった。 
 
質問２【対策案】 
 ・【案①】全区間で新たに道路を整備する案、又は、【案②】旧清里有料道路を 
  一部区間で有効利用する案に対する意見が多かった。一方、一部地域では、 
  【案③】国道１４１号(一般道)を改良する案を強く望む意見もあった。 
 

 ・また、「コスト縮減に関する意見」、「短期間による整備を望む意見」、「景 
  観・環境への配慮に対する意見」等もあった。 

地域の方々の意見を受けた結果 




